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2012 年 9 月期業績に関するご質問とご回答 

 

 

2012 年 9 月期 業績について 

Q１. 

前年同期比 51.1%増加という売上の成長に対して、利益面での成長が限定的ですが、理由を教

えてください。 

 

A１. 

・広告運用力が評価され競合他社からのクライアント企業の移行があり、大口クライアント数が増

加するとともに、既存クライアントの投下予算も順調に伸張しました。広告ビジネスが成長したこと

により、前年比 51.1％売上が成長しました。もっとも、広告ビジネスは当社のSEO等のソリューシ

ョンビジネスと比較して粗利率が低いことから、広告ビジネスが伸張すると全体の粗利率は低下

する傾向にあります。このため利益成長が売上の成長に及びませんでした。 

・また、高い売上高成長を維持するための人材採用・育成、提供サービスの高品質化を狙ったシ

ステム「Marketia（マーケティア）」の開発や R&D 投資を加速したことにより、利益面の伸びが限

定的となりました。 

・今後につきましては、広告ビジネスのクライアントに対して「Marketia（マーケティア）」の提案・

導入して頂くことによる業務の効率化・高度化、またソリューションビジネスの提案・導入頂くこと等

により、利益率の改善を目指します。 

 

■業績サマリー（別添 1） 

■売上高構成比（別添 2） 

■大口顧客の推移（別添 3） 

■従業員数の推移（別添 4） 

 

 

 

2013 年 9 月期 業績予想について 

Q２. 

2012 年 9 月期の売上の成長が前年同期比 51.1%増加であるのに対して、2013 年 9 月期の売

上高の伸びが低いように感じられるが、その背景を教えてください。 

 

A２. 

・2012 年 9 月期の売上の伸びが高かった主な理由の一つに、競合他社から当社へ移行されたク

ライアントが多かったことあげられます。2013年9月期の売上は、予測しづらい移行による増分を
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殆ど考慮せず、マーケットの成長をベースに比較的固めに予想したものです。 

・またコンサルティング人材において、計画通りに採用・育成が進まない等、一定のリスクを折り込

んだ形で予想数値を策定したこともあります。 

 

■連結業績予想（別添 5） 

 

 

 

中期経営計画（ローリング数値について） 

Q３. 

2011 年 11 月の前回発表時と比較して、売上高は拡大している一方で、営業利益及び経常利益

の面では前回目標を下回っています。理由を教えてください。 

 

A３. 

・当社は、当中計期間は長期的な視点における「成長基盤の整備段階」と位置付け、戦略投資を

優先させることにしております。この“投資”に伴う費用の増加から、利益面での目標は今回発表

の値としております。 

・このように戦略投資を優先させる理由は、運用型ディスプレイ広告やリスティング広告の継続的

な拡大等、成長機会が見込まれる分野がより一層明確になってきたことによるものです。 

 

■中期経営計画（定量目標）（別添 6） 

 

 

 

事業について 

（全体像） 

Q４. 

アイレップのビジネスの全体像と戦略の方向性について、教えてください。 

 

A４. 

・クライアント企業のインターネット上のマーケティング課題を、「広告」と「ソリューション」で解決す

る企業で、「広告：リスティングとインターネット広告」「ソリューション：SEOとWebコンサル」で構成

されています。 

・もっとも広告技術の進化等により、現在ではリスティング広告とインターネット広告の垣根はあい

まいになってきています。それに伴い、クライアントニーズも「インターネット上の広告・施策を統合

的に管理したい」というものに変化しています。 
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・当社は「Search*」に関するノウハウをコアとしつつ、クライアントニーズが高まっているデジタル

上のマーケティング活動全般を支援する「デジタルマーケティングエージェンシー」への転換を図っ

ています。 

・現行の中期経営計画において、Search の領域では既存マーケット（代理店市場）の深堀と中

堅・中小企業向け（インターネット経由市場）と海外ビジネスへの進出を計画しています。 

・加えて「デジタルマーケティングエージェンシー」を実現するために、リスティング広告を含むイン

ターネット広告領域全般において、クライアントの広告効果を高める取り組みを進めていきます。 

 

*検索エンジンを通した情報流通を最適化し、ユーザーと商品・サービスのベストマッチングを提供

すること 

 

■アイレップの広告ビジネスの全体概要と戦略の方向性（別添 7） 

 

 

（強み） 

Q５. 

アイレップの強みを教えてください。 

 

A５. 

・アイレップの強みは、リスティング広告等の「運用型広告」における「運用力の高さ」と、その運用

力を継続的に高める「仕組み」を整えている点です。 

・リスティング広告は、興味・関心の高いユーザーへアプローチが可能、クリック課金のため費用

対効果が明白、また広告の出稿後も継続的に広告内容を改善可能（運用可能）といった特徴があ

ります。 

・アイレップは仕組みやノウハウを活かしてクライアントの広告運用を行い、その効果を継続的に

高めることでご評価をいただき、高い成長を実現しています。 

 

■運用力を高める仕組み（別添 8） 

 

 

（クライアント企業） 

Q６. 

得意な業種などはありますか？ 

 

A６. 

・アイレップは、特定の領域に注力するという戦略は取っていません。 
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・もっとも現時点では、旅行、人材/教育、ＥＣといったインターネットを介した集客等の施策がビジ

ネスモデルにフィットするクライアントからの受注が多いと言えます。 

・特定の大手クライアントが増減する、あるいは特定の大手クライアントが投下予算を大きく増や

すということ等がない限り、当社のクライアント層に大きな変化はないと見ています。 

 

■2011/9 期 4Q と 2012/9 期の顧客業種別売上高構成比（別添 9） 

 

 

（海外展開について） 

Q７. 

アイレップの海外展開の進捗について教えてください。 

 

A７. 

・お客さまの海外への出稿意欲が高まっており、それに伴い当社でも海外出稿体制を整備してい

ます。具体的には、出稿国数 28 カ国、出稿可能メディア 27 メディアとなっています。（2012 年 11

月 9日時点） 

・また、今後はアジアを中心に現地法人の設立など、より事業を加速する予定です。 

 

■地域別海外取扱いメディア数（別添 10） 

 

 

（スマートフォンについて） 

Q８. 

スマートフォンへの取り組み状況はいかがでしょうか？  

 

A８. 

・売上の 20％程度が、スマートフォン関連となっています。 

・当社は、ユーザー行動の追求をベースとして、その先にスマートフォンがある、というスタンスで

取り組んでいます。スマートフォンの出荷台数に目を向けると、その数は確実に伸張しており、こ

のことから戦略的に取り組むべきデバイスであると認識しています。 

・現時点では、配信技術といった様々な制約によりクライアントのＰＣからスマートフォンへの広告

予算の移行が大きくは進んでおらず、ＰＣを強化するクライアントが多いことも事実です。今後にお

いても、ＰＣからスマートフォンに切り換えるのではなく、ユーザー動向や技術の進化を見据えてＰ

Ｃと共に取り組みを行うことが必要と考えています。 

 

■スマートフォン関連売上（別添 11） 
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別添ᵑᵌ 大口顧客数Ὁ取引額
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別添ᵕᵌ ビἊネἋỉ全体概要ể戦略ỉ方向性

ᾢＥᾞ

Ẕ広告ẕ ẔソἼュὊἉョンẕ

Seᵿrᶁh

ί探すὸ

ἼἋἘỵンἂ

広告

ỶンタὊネッἚ

広告

WeᶀコンサἽ

Ἐỵンἂ

ἙἊタἽ

マὊἃἘỵンἂ

ỺὊἊỹンἉὊ
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別添ᵏᵎᵌ 地域別海外取扱いἳἙỵỴ

�出稿国数 ：ᵐᵖカ国

�出稿可能ἳἙỵỴ：ᵐᵕサὊビἋ

ᵐᵎᵏᵐ࠰ᵏᵏ月ᵗ日現在



別添ᵏᵏᵌ ἴバỶἽὉἋマὊἚἧỻン関連売上

ẔἴバỶἽὉἋマὊἚἧỻン向け広告売上高ẕ

2.5
2.4

2.8

2.5

3.0

ί売上：ᵐᵎᵏᵏ࠰ᵗ月期ᵐQをᵏᵌᵎểしềὸ

9月期࠰2011

2Q

9月期࠰2011

3Q

9月期࠰2011

4Q

9月期࠰2012

1Q

9月期࠰2012

3Q

9月期࠰2012

2Q

1.0

1.3
1.4

1.7

1.0

1.5

2.0

9月期࠰2012

4Q

※タἨἾッἚᾟＣỊ含ộủềおụộすẇ


